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ウラン鉱山である人形峠を流れる坑水中には U,Asなどの有害元素が含まれており、これらは天然場にお

いて濃度減少している。しかし、このような浄化メカニズムは完全には理解されていないため、 ICP-AES、

-MS、XRD、SEM、XAFS、DLS、TEMなどの分析技術を用いて分析した。その結果、溶存酸素量の増加に

より As, Uを吸着するフェリハイドライト粒子が形成されることが分かった。 
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1. 緒言 

人形峠坑水中の有害元素は天然場において濃度減少している。人形峠坑水中の Fe, Mn濃度が高く、これ

らの水酸化物は様々な元素を吸着するという報告もなされているため[1]、本研究では、人形峠露天採掘場

からの坑水が放流されるまでの沈殿物中における Fe, Mnの分布、価数、存在状態を分析し、天然場におけ

る坑水浄化機構を明らかにすることを目的とした。 

2. 実験 

 Fe, Mnの価数同定に XAFSの蛍光法,溶液と堆積物の組成同定に ICP-AES,MS、Fe, Mn粒子の組成同定に

FIB,TEM、鉱物の同定に SEM,XRD、ゼータ電位、粒径の時間変化に DLSを用いた。なお、DLSは空気の

酸化を最小限にするため現地で行った。 

3. 結果・考察 

溶存酸素量(DO)が低い地下坑水(DO=0.18mg/L)が地上に放出されることで、DOが増加し(DO=1.65 mg/L)、

即座に 200 nm以上の鉄粒子である正に帯電した粒子状フェリハイドライトが生じ、アニオン種の As, U分

子が収着した。同時に Si粒子であるシリカもフェリハイドライト上に共沈し、空気に触れて 1日後には鉄

粒子のゼータ電位はシリカのゼータ電位範囲内の-23 mVになった。その後、吸着速度の遅い Mn2+が吸着し、

わずかに溶けている酸素により吸着したMnの一部が酸化していた。また、DOがさらに増加する下流地点

(DO=3.09 mg/L)においても同様にMn酸化が起きていたが DOが大きいため吸着したMnの大部分が酸化し、

繊維状のバーネサイトとして凝集していた。バーネサイトは Raを収着するということが分かっているため

[2]、人形峠において Raの除去にも関与していると考えられる。 
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